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A. 研究目的 

 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）はダニ

によって媒介される SFTS ウイルス（SFTSV）

により引き起こされる急性感染症であり，日本，

中国，韓国で患者が報告されている．既に

我々のグループは，日本で確認された

SFTSV の塩基配列を中国で確認されたウイ

ルス株とともに分子系統学的解析を行ったと

ころ，日本の株は中国株と比較して系統学的

に独立していることを明らかにした．しかし国

内初の患者確認は 2013 年であり，当時解析

に供することができた日本の株は 8 株と限定

研究要旨：重症熱性血小板減少症候群（SFTS）はダニによって媒介されるSFTSウイルス（SFTSV）

により引き起こされる急性感染症であり，日本，中国，韓国で患者が報告されている．既に

我々のグループは，日本で確認された SFTSV の塩基配列を中国で確認されたウイルス株とと

もに分子系統学的解析を行ったところ，日本の株は中国株と比較して系統学的に独立してい

ることを明らかにした．しかし国内初の患者確認は 2013 年であり，当時解析に供することが

できた日本の株は 8 株と限定されていた．そこで本研究では，より詳細な知見を得るために

更に最近までの国内発生患者由来の SFTSV ゲノム塩基配列の決定を行い，分子系統学的解析

を行った．その結果，SFTSV はその系統樹の根から大きく 2つのクレードに分けることが出来

た．この分類は日本で確認された株と中国/韓国で確認された株という地理的な分布と一致し

た．ウイルスは 8つの遺伝子型に分類可能であり，中国/韓国のクレードに 5種類，日本のク

レードに 3 種類存在していた．更に日本で確認された，いくつかの株については中国のクレ

ードに分類されること，一方中国で確認されたいくつかの株については日本のクレードに分

類されることが明らかとなった． 
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されていた．そこで本研究では，より詳細な知

見を得るために更に 2014年の国内発生患者

由来の SFTSVゲノム塩基配列の決定を行い

解析に供した． 

 

B. 研究方法 

 国立感染症研究所ウイルス第一部で開発し

た検査法により，SFTSV ゲノムが含まれてい

ることが確認された患者の血液検体から

RT-PCR 法及び次世代シークエンシング法を

用いて，その塩基配列の決定を行った．これ

により新規に決定された75株と既報の8株含

めた合計 83 株の日本で確認されたウイルス

株を，データベース上に登録されていた中国

で確認された株と韓国で確認された株を含め

て L，M，S各分節ゲノムそれぞれの塩基配列

について分子系統学的解析を行った． 

 

（倫理面からの配慮について） 

本研究は国立感染症研究所人を対象とする

医学研究倫理審査委員会において審議され，

承認されている． 

 

C. 研究結果 

SFTSVはその系統樹の根から大きく2つのク

レードに分けることが出来た(図 1)．この分類

は日本で確認された株と中国/韓国で確認さ

れた株という地理的な分布と一致した．ウイル

スは8つの遺伝子型に分類可能であり，中国/

韓国のクレードに 5種類，日本のクレードに 3

種類存在していた．更に日本で確認された 3

株については中国のクレードに分類されるこ

と，一方中国で確認されたいくつかの株につ

いて日本のクレードに分類されることが明らか

となった． 

D. 考察 

 系統樹の根，つまり共通祖先から直ちに分

岐している 2つのクレードによるウイルス株の

分類と，その地理的分布が一致することから

SFTSV はウイルス出現後の早い段階から日

本と中国/韓国というそれぞれの地域で独立し

て進化を遂げてきたことが強く示唆された．日

本と中国のどちらの地域においても複数株の

別のクレードのウイルス株の存在が確認され

たこと，そして少なくとも日本国内の患者に渡

航歴は無かったことより，ウイルスは海を越え

て別の地域に伝播していることが明らかとなっ

た． 

 

E. 結論 

 SFTSV の分子系統学的な特徴はその地理

的分布とよく相関することが明らかとなった． 

 

F. 健康危険情報 

特になし 
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図 1．SFTSV MSFTSV Mセグメントの系統樹セグメントの系統樹 
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